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プロジェクトの構成と役割

モデリング＆シミュレーション
主担当： ＪＡＩＳＴ 情報科学研究科

グループ リーダ：平石邦彦

サービス評価手法
主担当： 岡山大学
グループ リーダ：杉原太郎

研究代表者
内平直志
（ＪＡＩＳＴ） つぶやき時空間コミュニケーションシステム

主担当：東芝 研究開発センター

グループ リーダ：鳥居健太郎

サービス空間可視化・評価システム
主担当： 清水建設 技術研究所
グループ リーダ：平林裕治

２０１０年採択プロジェクト
「音声つぶやきによる医療・介護サービス空間のコミュニケーション革新」
（研究期間：３年間：２０１０．１０～２０１３．９）
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システム・手法総合試行評価総括
主担当：ＪＡＩＳＴ 知識科学研究科

グループ リーダ：内平直志
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プロジェクトの構成と役割

モデリング＆シミュレーション
（ＪＡＩＳＴ）

サービス評価手法
（岡山大学）

つぶやき時空間
コミュニケーションシステム

（東芝）

サービス空間
可視化・評価システム

（清水建設）

システム・手法総合試行評価
（ＪＡＩＳＴ，東芝，清水建設，岡山大学）

大学

企業

全体
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社会的背景と課題

超高齢化が進み変革が不可避の医療・介護
サービスにおいて、

医師・看護師・介護士・スタッフが

協働して、高品質で効率的なサービスを

提供するための道具が求められている

２０２０年には高齢化は４０％超

出典：Ｈ２４年版高齢化社会白書 出典：Ｈ２３年度 介護労働実態調査

（１）離職率：
前年度17.8％ ⇒16.1％
（離職者の７６％は３年未満）

（２）従業員の不足感：
前年度50.3％⇒53.1％

（３）良質な人材の確保が難しい：
前年度48.5％ ⇒50.4％

課題：
①人材不足
②サービス提供者
の能力にばらつき

③間接業務が多い

6

間接業務が多い

間接業務（記録・連絡）
の割合は２５％～５０％

出典：鳥山亜紀 ほか, 「パーソナル看護拠点」が看護業務に与える影響 －医療・患者情報の電子化に
よる急性期病棟計画の再検討 その1－, 日本建築学会計画論文集 第662号, 57-63（ 2007）
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プロジェクトの目的

看護・介護サービスの間接業務の支援

★効率だけでなく質も向上★

看護・介護サービスの効率と質の向上

気づきの収集と活用に注目した
記録・連絡・業務改善支援システムの開発
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基本コンセプトはシンプル

精神的
負担軽減

肉体的
負担軽減

マイクロブログ

音声
インタフェース

＋

音声つぶやき
システム

準リアルタイム
巧妙な配信制御

ハンズフリー

クラウド
サーバー

Android
スマートフォン
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音声つぶやきシステムの利用イメージ

従来の手段

電話／ＰＨＳ

インカム
（構内無線）

メール

ボイス
レコーダー

メモ
代
替

蓄積
閲覧

内視鏡室

医師

記録
引継ぎ

タスク
把握

連携

○○さん、
△△に

注意して経過
観察

終わりそう
ですか？

○○さんの
転倒に注意

業務で決められた記録・連絡＋それ以外の「気づき」や「状況」の共有

リーダー

病室

ナースセンター

音声
つぶやき

システム
（クラウド）

必要な人に必要なタイミ
ングで必要な形式にして
「つぶやき」を配信

検査はもう
少し時間か
かるかも

簡単な操作で発信情報が増える！
適切な配信で活用情報が増える！

ボタン１つ
＋つぶやき
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気づきの収集と活用

現場で気づきを入力

看護・介護記録や引き継ぎや
カンファレンスで気づきを活用



2013/11/18

6

11

屋内位置測位(Bluetooth)

12

送り手
（話す）

受け手
（聞く）

つぶやき つぶやき

タ
グ
付
け

生音声

位置 時間

キーワード

重要度
業務

つぶやき

分
類
・
配
信

センサ情報
（音声，位置、加速度）

業務情報
（業務システム）

つぶやきの送り手や受け手の状況情報

生音声＋状況タグ

行動

音声つぶやきシステムの構成
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スマホの音声入力と何が違うの？

従来型の音声認識の利用法

生音声
音声
認識

アプリ

提案する音声認識の利用法

生音声

音声認識

アプリ生音声

テキスト

Tag Tag Tag

Tag Tag Tag

生
音声
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サービス空間
可視化・評価

システム
実績
ログ

業務モデル

情報モデル

空間モデル 動線評価 負担感

業務効率評価

空間・業務プロセス
の再設計

（ダブルループ学習）
記録・連携での有効活用
（シングルループ学習）

つぶやき時空間
コミュニケーション

システム

状況タグによる分類配信

つぶやき実績ログを用いたサービスの可視化と評価
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価値１：ケア連携品質向上
（看護・介護業務中）

価値１：ケア連携品質向上
（看護・介護業務中）

音声つぶやきによる連絡や協働作業状況の共
有により、状況変化に即応した段取り・連携

価値２：ケア記録品質向上
（スタッフ間情報共有）

価値２：ケア記録品質向上
（スタッフ間情報共有）

音声つぶやきによる気づきの記録の質と量の
増加により、患者・要介護者の日々の状態変
化に適応したケアの計画・変更・実施

価値３：ケア業務品質向上
（業務改善カンファレンス）

価値３：ケア業務品質向上
（業務改善カンファレンス）

つぶやき実績ログによる業務の可視化と評価・
分析により、職場の業務プロセス改善およびケ
アスタッフの教育での活用

気づきの収集と活用が生み出す３つの価値
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介護施設における施行評価結果サマリ

1. ケア連携品質向

 連携に関するつぶやきインタビュー分析から質の向上５パターン抽出

 アンケート：つぶやきで他の職員の様子が従来より把握できた（９６％）
つぶやきで他の職員を従来より助けることができた（６１％）

 効率向上に関する定量評価は仮想フィールド実験で検証

2. ケア記録品質向上

 有益なつぶやきのうちの約６割が介護記録で共有されない！

 音声つぶやきによる現場記録で、従来失われていた有益な気づきを共有す
るツールを開発⇒ 記録の質の向上はケアの質の向上

3. ケア業務品質向上 ツールを使ってケアスタッフの会議実施

• 「動きがうまくいかなかったときに、その原因を振り返ることができ、
スキルアップにつながる（業務改善）」

• 「上手な人のパターンや判断内容を教えられる（新人教育）」

⇒ 振り返りワークショップとして手法化
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日本発サービス科学への貢献と今後の展開

音声つぶやきによりサービス中の気づきの収集と活用
（連絡・記録・業務分析）を同時に支援するシステムは
世界初．

技術・システム開発だけでなく，実際の介護施設で施行
評価を行い，有効性を確認．そのための評価手法開発

本システムは，看護・介護サービスだけでなく，設備保
守や接客サービスにも適用可能．
（実績：エレベータ保守などにコンセプト適用）

今後，気づきプラットフォーム（モデル，支援ツール，
手法）およびその応用を「気づき学」として発信

⇒ 日本発の「気づき学」でサービス科学に貢献．
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１０月３１日プレスリリース（８紙に掲載）

日経産業新聞１１月１日


